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こ
の
た
び
、
全
国
市
長
会
、

自
治
省
の
推
せ
ん
に
よ
っ
て
、

米
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

オ
ラ
ン
ダ
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ

ス
、
イ
タ
リ
ー
等
の
都
市
行
政

の
近
代
化
の
実
態
を
視
察
の
た

め
市
長
さ
ん
が
九
月
十
六
日
か

ら
十
月
二
十
七
日
ま
で
四
十
三

日
間
に
わ
た
つ
で
渡
航
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
わ
が
郷
土
高
萩
の
大
い
な

る
飛
躍
の
た
め
に
お
お
い
に
視

野
を
広
め
て
き
ま
す
」
と
市
長

さ
ん
は
抱
負
を
述
・
．
へ
て
お
り
ま

し
た
。無
事
に
目
的
を
達
せ
ら
れ
ま

す
よ
う
、
市
長
さ
ん
の
ご
健
康

を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

欧
米
都
市
行
政
視
察
の
日
程

は
次
の
通
り
で
す
。

９
月
晦
日
午
前
川
時
羽
田
出

発

ｊ訓
月
２
日

４
日

８
日

ｊ聾
日

Ｐ
Ｌ
Ｊ副
日

訂
日

2321

日日

晦
日

14 129

日 日日

サ
ン
ブ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
役
所
訪
問

バ
ー
ク
レ
イ
視
察

ポ
ー
ラ
ン
ド
市
視

察シ
カ
ゴ
市
役
所
訪

問国
際
シ
テ
ィ
、
マ

ネ
‐
‐
ジ
イ
ズ
会
議

州
席
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市

役
所
訪
問

ワ
シ
ン
ト
ン
着
、

国
務
省
訪
問

二
『
－
１
ヨ
ー
ク
着

グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
役

所
訪
問
（
イ
ギ
リ

ス
）ロ
ン
ド
ン
着

。
〈
リ
ー
視
察

ハ
ー
グ
国
際
都
市

連
盟
訪
問
（
オ
ラ

ン
ダ
）

略
日
ケ
ル
ン
市

役
所
訪
問

（
ド
イ
ツ
）

醐
日
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
市

役
所
訪
問

副
日
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
市
役
所

訪
問
（
ス

イ
ス
）

型
日
ロ
ー
マ
出

発

弱
日
香
港
着

班
日
羽
田
着

（
午
後
八
時

の
予
定
）

教
育
委
員
に
嘩
趣
両
氏
を
再
任

睾
昭
和
訓
年
９
月
訓
日
で
市
教
◎
渡
辺
竹
彦
（
師
才
）

弄
育
委
員
の
樋
渡
喜
一
、
渡
辺
竹
住
所
市
内
有
明
町
二
丁
目

一
彦
両
氏
が
任
期
満
了
と
な
り
ま

五
十
五
番
地

睾
す
の
で
、
今
回
の
定
例
市
議
会

》
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
◎
樋
渡
喜
一
（
妬
才
）

藷
た
と
こ
ろ
、
両
氏
と
も
再
任
ざ
住
所
市
内
大
和
町
二
丁
目

琴
れ
ま
し
た
。
五
十
九
番
地

至冤三

こ
の
度
、
高
萩
劇
場
を
買
受

け
て
「
高
萩
市
公
会
堂
」
と
し

て
広
く
承
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

今
ま
で
は
多
数
の
集
会
、
も
出

来
ず
た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

公
会
堂
の
設
置
に
よ
り
大
い
に

社
会
教
育
に
、
文
化
活
動
に
、

又
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
ご
利
用
さ
れ
る
よ
う
市
で

は
望
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
目
下
改
修
工
事
を
急

い
で
お
り
十
月
一
日
か
ら
使
用

可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
矛

三
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

そ
の
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
象
な
さ
ん
に
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
前
に
公
会
堂
と
し
て
使
用

し
て
お
り
・
ま
し
た
元
の
幼
稚
園

は
集
会
所
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
使
用
の
申
請
は
〕

公
会
堂
を
使
用
す
る
と
き
は

市
長
に
使
用
予
定
日
前
五
日
ま

で
に
定
め
の
様
式
の
申
請
書
を

市
役
所
総
務
課
へ
提
出
し
許
可

を
受
け
て
下
さ
い
。

〔
使
用
不
許
可
の
条
件
〕

側
公
益
を
害
し
、
風
俗
を
乱

高
萩
市
公
会
堂
を
設
置

Ⅱ
十
月
一
日
よ
り
ご
使
用
下
さ
い
Ⅱ

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

②
建
物
又
は
付
属
設
備
を
汚

損
し
叉
は
段
損
す
る
と
き
。

③
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
き

⑳
営
利
を
目
的
と
す
る
興
行

又
は
こ
れ
に
類
す
る
と
き
。

⑤
そ
の
他
市
長
に
お
い
て
不

適
当
と
認
め
る
と
き
。

⑥
そ
の
他
不
明
の
点
は
総
務

課
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

〔
使
川
料
は
…
．
：
〕

公会堂使用料

午前9時～正午～ ｜午後5時～午前9時～'午前9時～
正午迄午後5時迄午後10時迄午後5時迄午後10時迄

].500円| 25()0円 3.000円 3.500円| 5.000円

使用時間を超えるときは、超過した時間毎にその区分

の使用料額の時間割による額を増徴する。入場料． （会

費）を徴収する場合は使用料の5割増とする。
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１
１
斜
詞
議
蕊
辨
篭
溌
蕊
彌

：
：
‘
・
年
に
必

ず
一
度
や
二
度

の
犠
性
者
が
出

た
あ
の
危
険
だ

っ
た
平
・
面
交
通

の
踏
切
が
安
心

F

1

◇
全
灯
民
が
長
い
間
絆
ち
望
ん
で
い
た
も
の
：
そ
れ
ば
魔
の
踏
切
の
莞

◇
止
で
あ
り
高
秩
市
の
東
西
両
地
を
結
ぶ
二
つ
の
か
け
橘
で
し
た
。

◇
柳
夕
の
通
学
に
通
勤
に
ど
ん
な
に
か
不
便
と
危
険
を
感
じ
た
こ
と
で
し

◇
よ
う
か
：
．
：
。

◇
こ
れ
ら
の
不
便
や
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
た
今
、
完
成
し
た
「
中
央
こ
線

◇
人
道
橘
」
「
磯
道
こ
線
人
道
橋

一
の
果
す
役
割
や
工
事
の
経
過
を
メ
モ
し

ヘ
ノ
て
攻
ま
し
よ
』
う
。

完
成
し
たi l

し
て
通
れ
る
よ
う
に
な
り
、
永

久
橋
と
し
て
こ
の
二
つ
の
か
け

橋
は
市
の
東
西
を
結
び
、
産
業

経
済
、
数
育
文
化
、
交
通
の
要

衡
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
：
：
．
工
事
の
経
過
は
：
。

‘J
u

月磯中
鱸
癖
鶴
蕊
蕊

直央Ⅱ
日
竣
工
式
を
実
施
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

こ
線
人
道
橋

両
こ
線
人
道
橋
の
総
工
事
費

は
四
千
三
百
九
十
五
万
円
で
あ

り
ま
す
。
う
ち
中
央
こ
線
人
道

橋
は
総
工
事
二
千
六
百
五
十
万

円
、
総
延
長
百
四
十
九
メ
ー
ト

レ
、
脂
Ⅲ
ヨ
ュ
ニ
ー
ス
ー

ｒ
し
、
地
Ｒ
凡
又

巾
員
三
メ
ー
ト
ル
、
階
段

j蝉

勾
配
虹
で
あ
り
ま
す
。

磯
宣
こ
線
人
道
橋
は

総
工
事
費
一
千
七
百
四

十
一
万
円
、
総
延
長
九

十
三
メ
ー
ト
ル
、
巾
員

三
メ

ト
ル
、
階
段
勾

配
１

３
で
あ
り
ま
す

○
型
式
は
．
．
…
・
共
橋
共

平
行
弦
フ
イ
ー
レ
ン
デ

ー
ル
ト
フ
ス
型
を
採
用

し
た
新
し
い
型
式
で
あ

り
ま
す
。

○
設
計
者
：
：
：
ば
火
戸

鉄
道
管
理
局
の
推
挙
に

よ
る
天
童
設
訂
事
務
所

天
竜
博
氏
に
依
頼
し
全

設
計
の
完
成
は
昭
和
三

十
七
年
の
九
月
で
あ
り

土
生
－
」
畢
生
。

○
工
事
・
・
：
は
浦
賀
重

写
真
上
：
．
完
成
し
た
磯

道
こ
線
人
道
橋

下
；
・
幼
稚
園
児
も
い
っ

し
ょ
に
渡
り
ぞ
め
式 ◇◇◇◇◇◇◇

工
業
株
式
会
社
が
請
負
工
事
と

し
て
三
十
八
年
三
月
十
九
日
起

工
式
を
行
い
十
月
中
央
↑
」
線
橋

の
架
設
工
事
を
国
鉄
委
託
工
事

と
し
て
着
手
さ
れ
、
国
鉄
電
化

に
よ
る
非
常
煙
悪
条
件
を
克
服

し
、
本
年
四
月
十
日
完
成
し
ま

し
た
。
次
い
で
五
月
初
旬
磯
直
↑
」
線

人
道
橋
架
設
工
事
に
着
手
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
又
、

援
護
法
等
の
一

Ⅱ
川
Ⅱ
十
月
一

こ
の
度
・
昭
利
三
十
九
年
十

月
一
日
施
行
に
よ
る
擬
護
法
等

の
一
部
改
正
が
あ
り
主
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
玄
す
。

軍
人
軍
属
に
対
す
る
公
務
傷

病
の
抵
大
、
死
亡
に
つ
い
て
公

務
性
の
悶
難
な
軍
人
軍
属
の
遺

族
に
対
し
、
進
族
一
時
金
（
十

円
万
）
の
支
給
．
遺
族
年
金
等

を
支
給
す
る
遺
族
の
範
囲
（
旧

軍
人
恩
給
の
停
止
か
ら
、
遺
族

援
讓
法
の
適
用
期
間
中
再
婚
、

又
は
離
婚
に
よ
、
解
消
し
て
い

1

撫 癖
鑑麺翔蕊 蕊

芝
鍵

亀、 :”
埼
呼

部
が
改
正

国
鉄
電
化
と
地
理
舶
な
悪
条
料

が
重
り
ま
し
た
が
良
く
克
服
し

九
月
十
一
日
の
竣
工
式
と
な
り

ま
し
た
。

終
り
に
、
今
日
の
喜
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
地
元
の
方
走
、
並
び
に

川
地
関
係
者
及
び
各
方
面
に
わ

た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方

灸
に
厚
く
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

下
君
田
小
に

二
教
室
を
増
設

下
君
田
小
学
校
の
増
改
築
工

事
を
急
い
で
お
り
ま
し
た
が
八

月
三
一
日
完
成
し
、
新
学
期
か

ら
二
学
級
が
新
し
い
教
室
で
勉

強
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
二
教
室
の
面
積
は
四
一
、

五
坪
で
、
物
置
、
テ
ラ
ス
等
も

設
備
し
ま
し
た
。
総
工
費
一
四

二
万
八
千
円
を
か
け
直
営
工
事

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
増
築
さ
れ
た
君

田
小
）

日
よ
り
施
行
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

る
妻
に
遺
族
犀
金
の
支
給
）
を

拡
大
、
未
帰
還
者
留
守
家
族
に

対
す
る
葬
祭
料
の
増
額
等
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
等
の

一
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で

今
ま
で
に
公
務
扶
助
、
遺
族
年

金
等
該
当
さ
れ
な
か
っ
た
遺
族

又
は
妻
等
に
対
し
該
当
さ
れ
る

者
が
川
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
高
萩
市
福
祉
事
務
所
社

会
係
に
手
続
用
紙
が
あ
り
ま
す

か
ら
請
求
手
続
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（

〉
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〃
明
る
い
、
ゆ
た
か
な
老
後

の
生
活
」
こ
れ
は
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
九
月
十
五
日
の
「
老

人
の
日
」
を
中
心
と
し
て
全
国

的
に
「
老
人
福
祉
週
間
」
が
行

わ
れ
い
ま
す
。
当
市
で
は
九
月

を
「
敬
老
強
調
月
間
」
と
し
て

老
人
の
老
後
の
生
活
を
明
る
く

豊
か
な
も
の
に
す
る
運
動
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
市
内
の
敬
老
者
（
七

十
才
）
以
上
の
方
は
九
八
七
人

で
す
、
そ
の
う
ち
男
は
四
○
三

人
女
は
五
八
四
人
で
男
子
よ
り

女
子
が
多
数
を
し
め
て
お
り
ま

す
。
う
ち
九
十
才
以
に
な
り
ま

す
と
わ
ず
か
六
人
に
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
市
内
の
最
高
年
令

者
は
中
戸
川
の
樫
村
徳
四
郎
さ

ん
で
す
。

市
で
は
こ
の
人
た
ち
に
毎
年
記

念
品
を
送
っ
て
長
寿
を
お
祝
し

て
お
り
ま
す
が
今
年
も
記
念
品

（
オ
ー
ド
ブ
ル
食
器
）
を
送
っ

て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

◇
：
．
：
本
巾
の
最
高
年
令
者

の
樫
村
さ
ん
を
た
ず
ね
長
寿
の

秘
決
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

樫
村
さ
ん
は
『
私
は
蠅
草
も

酒
も
飲
み
ま
せ
ん
、
ま
ず
早
寝

早
起
き
で
す
、
魚
は
あ
ま
り
た

べ
ま
せ
ん
私
の
好
物
は
甘
い
も

気
に
長
寿
の
秘
決
を
話
し
て
、
お

り
ま
し
た
。
樫
村
さ
ん
ま
す
ま

す
お
元
気
に
・
・
…
。
。

｜
’

みんなで考えよう
老人の幸せ.ノ

が
と
う
」
の

趣
旨
で
老
人
を
中
心
と
す

る
家
庭
削
ら
ん
の
ふ
ん
囲

気
を
つ
く
ろ
う
。

◎
老
人
の
健
康
を
た
か
め

る
た
め
の
食
生
活
を
工
夫

１
レ
平
生
戸
句
ノ
。

◎
家
庭
の
中
で
老
人
に
役

割
り
を
与
え
る
よ
う
ゑ
ん

な
で
考
え
よ
う
。

◎
老
人
の
た
め
に
あ
か
る

い
部
落
を
つ
く
る
な
ど
、

そ
の
生
活
を
た
の
し
く
す

る
よ
う
に
つ
と
め
よ
う
。

（
写
真
は
元
気
な
樫
村

徳
四
郎
さ
ん
）

ｌ
家
庭
で
行

弓
／
こ
、
と
１
１
１
‐

老
後
の
生
活

を
明
る
く
、
豊

か
な
も
の
と
す

る
よ
う
に
若
い

人
も
老
人
も
み

ん
な
で
考
え
ま

し
よ

◎
家
中
そ
ろ
っ

て
「
お
ぢ
い

さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
あ
り

に
羊
か
ん

は
夫
好
で

す
そ
し
て

毎
日
植
木

の
手
入
を

し
て
い
ま

す
㈲
一
と
元

の
、
と
く
ｌ
老
人
自
身
鋲
行
う
こ
と
老

｜
ｌ
こや

今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金

連
動
が
十
月
一
日
よ
り
全
国
一

せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根
は
、
こ
の
世
の
中

の
不
幸
を
す
こ
し
で
も
な
く
し

明
る
い
し
あ
わ
せ
社
会
を
築
き

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
社
会
福

◎
老
人
自
身
の
特
技
な
ど
を
生

か
し
て
、
市
の
た
め
に
な
る

よ
う
な
奉
仕
活
動
に
と
り
く

‐
企
Ｕ
』
『
ノ
。

◎
老
人
も
苦
い
人
の
気
持
を
理

解
す
る
よ
う
に
努
め
よ
う
。

◎
若
人
ク
ラ
ブ
を
つ
２
、
り
ま
し

、
ｒ
一
戸
、
ノ
ＯＩ

Ｉ

ｆ
４
Ｊ
ｆ
、
４
１
、
グ
く
．
ｌ
Ｊ
ｒ
２
咄
Ｊ
ｆ
１
㎡
Ｊ
全
く
、
リ
ノ
ｒ
、
β
口
ｖ
１
ｊ
Ｉ
１
‐
〃
則
、
〃
、
、
４

福
祉
年
金
の
支
冶
か
昭
和
三

空
手
二
月
一
日
迄
資
略
の

あ
っ
た
人
は
、
昭
和
三
九
年

一
一
月
一
日
ま
で
に
、
ま
た

昭
和
三
四
年
二
月
一
日
以

後
受
給
資
格
を
得
た
人
で
も

五
年
経
過
し
ま
す
と
請
求
が

共
同
募
金
運
動
に

時
効
が
近
づ
く
福
祉
年
金

協
力
下
さ
い

祉
事
業
を
、
ゑ
ん
な
の
力
で
も

り
た
て
る
連
動
で
す
。

お
互
に
こ
の
善
意
を
持
ち
よ

っ
て
、
共
同
募
金
連
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
わ
が
市
の
目
標
額

七
十
一
万
円

ば
老
令
、
母
子
、
障
害
福
祉

年
金
に
な
つ
お
り
。
ま
す
。

１

、

、

〆

４

１

ｆ

ｏ

、

。

ノ

ー

‐

、

グ

４

国

、

ｈ

〃

Ｉ

Ｌ

ｆ

・

〃

Ｉ

芯

１

ノ

ー

．

、

Ｊ

巧

く

も

ノ

ノ

．

。

、

Ｉ

ｊ

ｆ

増

ｊ

β

ｆ

§

１

Ｊ

で
き
な
く
な
り
串
す
か
ら
、

と
く
に
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
昭
側
三
九
年
二
月
一

日
に
時
効
の
完
成
す
る
年
金

っ
て
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い

楽
し
ゑ
な
が
ら
教
養
を
身
に
つ

す
よ
う
と
努
力
１
）
て
い
る
」
老

人
ク
ラ
ブ
」
活
動
も
当
市
に
は

三
つ
の
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
活
測
を
さ
れ
て
お
り

『
空
Ｌ
－
３
ｂ
こ
う
し
た
集
９
を
も
つ
と
も

つ
と
作
り
、
育
て
ま
し
よ
う
・

く
く
ノ
リ
ｊ
３
７
？
ｌ
ｊ
ｊ
７
〃
ｊ
〃
＃
ｊ
４
ぐ
イ
４
ノ
リ

’
八

酉
１
１

壬
″
岸
Ｅ
『

王

的
に
〈
二

△
口首
を
持

ーヘー

寄
生
虫
の
撲
滅
は

ま
ず
集
団
検
診
を

寄
生
虫
（
蛆
虫
、
鉤
虫
、

ギ
ョ
ウ
虫
等
）
と
く
に
鉤
虫
（

十
二
指
鳴
虫
）
は
農
山
村
地
域

廷
広
く
ま
ん
延
し
、
農
家
の
方

の
健
康
を
著
し
く
害
し
、
労
働

力
の
低
下
と
な
っ
て
。
お
り
ま
す

の
で
寄
生
虫
の
撲
滅
を
は
か
り

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
こ
の
鉤
虫
病
の
根
絶

を
期
し
、
昭
和
三
十
七
年
度
か

ら
鉤
虫
病
予
防
特
別
対
策
と
し

て
、
集
団
検
便
、
虫
卵
保
有
者

の
駆
虫
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
保
卵
率
を
だ
ん

だ
ん
低
下
し
て
七
、
九
妬
と
な

り
ま
し
た
が
、
Ⅲ
虫
、
ギ
ョ
ウ

虫
等
を
含
め
た
寄
生
虫
全
体
で

は
二
二
。
三
妬
の
保
卵
率
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
今
年
度
も

昨
年
と
同
様
に
高
岡
地
区
、
松

岡
地
区
、
肋
名
秋
山
北
方
凋
滝

地
区
の
全
域
に
左
記
の
日
暇
に

よ
り
集
剛
検
診
を
実
施
し
ま
す

の
で
全
員
参
加
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

十
月
ｎ
日
高
萩
炭
砿

″
六
日
繊
川
、
大
金
Ⅲ
“

持
山
小
山
、
下
、

上
君
田
地
区

″
七
日
松
岡
全
域
、
上
下

大
能
、
烏
曾
根
、

中
戸
川
、
福
平

〃
八
日
秋
山
、
島
名
、
石

滝
．
台
高
萩
、
向

洋
炭
砿

－397－
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茨
城
県
交
通
対
難
協
議
会
で

は
、
こ
の
運
動
で
県
民
に
、
▼

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
手
を

あ
げ
て
お
う
だ
ん
し
よ
う
、
▼

あ
の
子
も
、
こ
の
子
も
、
ゑ
ん

な
の
子
、
こ
ど
も
に
「
ひ
と

声
」
か
け
よ
う
。
▼
国
際
的
通

行
法
と
し
て
、
キ
ー
プ
レ
ッ
ト

の
原
則
を
守
ろ
う
と
三
つ
の
あ

い
こ
と
ば
を
と
り
あ
げ
て
、
す

べ
て
の
歩
行
者
、
運
転
者
、
運

転
者
の
雇
い
主
、
そ
の
他
道
路

拝
啓
い
よ
い
よ
ご
清
栄
の

趣
き
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
当
地
方
を
襲
っ
た

未
替
有
の
地
厩
の
た
め
、
な
が

い
あ
い
だ
粒
を
辛
苦
し
て
築
き

上
げ
だ
本
市
の
平
和
な
営
み
は

根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
、
さ
ら
に

そ
の
直
後
、
石
油
の
大
火
災
と

津
浪
の
追
撃
ち
に
あ
い
、
文
字

ど
お
り
本
市
は
驚
天
動
地
の
攻

め
苦
と
火
攻
め
水
攻
め
の
惨
禍

新
潟
地
震
に
対
す
る
暖
か
い

救
援
新
潟
市
長
か
ら
次
の
よ
う

な
感
謝
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

h

l

こ
と
し
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
民
運
動
の
一
環
と
し
て
交
通
道

徳
高
揚
運
動
が
行
な
わ
れ
る
の
で
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
は
例

年
よ
り
早
く
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
日
間
、
全

国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
の
半
減
を
目
標
に

全
国
民
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
実
践
を
習
慣
づ
け
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

高
い
交
通
道
徳
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
復
興
へ
の
意
欲
を
ふ
る
い
起
さ

加
う
る
に
水
道
、
電
気
、
ガ
れ
‘
た
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

ス
な
ど
の
停
止
の
た
め
、
市
民
関
係
諸
団
体
な
ら
び
に
各
位
に

こ
と
ご
と
く
想
像
に
絶
す
る
困
対
し
三
五
万
市
民
一
同
た
だ
た

難
に
直
面
し
た
の
で
あ
り
ま
す
だ
感
謝
感
激
し
て
お
り
ま
す
γ

が
、
災
害
発
生
の
実
情
を
速
刻
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
の
調

全
国
に
周
知
さ
れ
た
各
報
道
機
査
の
進
展
に
よ
り
、
被
災
の
全

新
潟
市
長
か
ら
感
謝

関
の
敏
速
な
活
躍
と
相
ま
っ
て
ぼ
う
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
る
に

隣
接
市
町
村
を
は
じ
め
全
国
各
つ
れ
、
｝
」
れ
か
ら
の
復
興
再
建

地
か
ら
時
を
移
さ
ず
さ
し
の
べ
が
実
に
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
と

ら
れ
た
暖
か
い
ま
ど
こ
ろ
の
こ
存
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

も
っ
た
物
心
両
面
に
わ
た
る
救
つ
い
て
は
、
こ
の
さ
い
全
市

援
を
得
て
、
悲
し
象
の
底
に
打
民
一
丸
と
な
っ
て
七
転
び
八
起

ち
ひ
Ｌ
が
れ
た
本
市
も
新
し
い
き
の
不
屈
の
信
念
を
も
っ
て
復

交
通
に
関
係
あ
る
方
に
交
通
安

全
思
想
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

正
し
い
交
通
の
ル
ー
ル
の
実
践

を
習
慣
づ
け
よ
う
と
し
て
こ
の

運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
こ
の
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
通
じ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
に
備
え
て
、
交
通
道

徳
才
高
め
よ
う
と
つ
と
め
て
お

り
ま
す
。

高
萩
市
で
も
、
安
全
都
市
推

進
協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
、

い
ま
こ
の
運
動
の
行
事
を
計
画

中
で
す
。

通
llllllI

|駐車禁止自粛地区を新設
は

同
駐
車
す
る
と
き
は
、
五
分

以
内
で
用
を
す
ま
せ
る
。

胃
積
卸
し
が
終
っ
た
車
は
な

る
べ
く
早
く
他
の
適
当
な
所

へ
移
動
し
て
下
さ
い
。

’
高
萩
警
察
署
で
は

か
ね
て
道
路
の
巾
員

が
狭
い
う
え
路
上
駐

車
が
多
く
、
こ
の
た

め
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
た
。

、
高
萩
駅
前
、
銀
座

中
央
通
り

の
商
店
街
の
道
路

の
交
通
制
限
に
つ
い

て
「
駐
車
禁
止
自
粛

地
区
」
と
し
て
駐
車

の
制
限
を
強
化
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

自
粛
時
間
は
毎
日

午
前
八
時
か
ら
午
後

八
時
ま
で
、
こ
の
間

興
に
と
り
ぐ
む
は
も
ち
ろ
ん
、

先
に
適
用
い
た
だ
き
ま
し
た
激

甚
災
害
法
に
上
積
み
し
た
政
府

ご
当
局
の
財
政
的
支
援
を
要
請

し
、
も
っ
て
一
刻
も
早
く
平
和

な
本
来
の
姿
に
本
市
を
再
建
し

た
い
存
念
で
あ
り
ま
す
〃

の
手
紙

い
ち
い
ち
参
ｋ
拝
眉
の
上
お

礼
申
し
上
ぐ
べ
き
は
ず
の
と
こ

ろ
で
す
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
寸

暇
な
き
実
情
で
あ
り
ま
す
の
で

と
り
あ
え
ず
害
中
に
て
衷
心
よ

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
し
だ

い
で
あ
り
ま
す
、

今
後
と
も
格
別
の
ご
支
援
ご

協
力
の
ほ
ど
伏
し
て
懇
願
申
Ｌ

上
げ
ま
す
敬
具

白
、
高
萩
市
銀
座
通
り
商
店
街

の
う
ち
、
鈴
木
は
き
物
店
か
ら

ホ
ー
キ
タ
商
店
わ
き
ま
で
の
間

（
約
二
百
米
）
は
、
片
側
駐
車

禁
止
自
粛
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
さ
か
え
屋
、
一
力
側
の
駐

車
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、
正
し
い
方
法
で
駐
車
し
て

下
さ
い
。
な
お
同
町
の
皆
さ
ん

運
転
車
の
桑
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
せ
つ
に
お
願
い
し
ま
す
。

月' @月の事‘種鯲
死者

ｉ
ｊ
ｉ
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市
内
の
交
通
事
故

0件 0人

I
重傷 1 1

軽傷 6

28万円

６

１物損

矛
十
八
回
県
民
体
育
大
会
は

９
月
沁
日
野
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
水
戸
市
の
各
会
場
で
行

な
わ
れ
ま
す
が
高
萩
市
を
代
表

し
て
肌
場
さ
れ
る
選
手
に
次
の

方
々
か
選
ば
れ
ま
し
た
。

①
－
１
陸
上
競
技
ｌ

〔
監
督
〕
山
口
猛
〔
選
手
〕

円
野
哲
鮴
、
佐
藤
洋
子
、
鈴
木

政
治
、
鈴
木
正
勝
、
安
保
栄
晴

坂
垣
正
義
、
芝
沼
充
、
三
浦
精

司
、
小
泉
米
三
。

②
ｌ
男
子
排
球
ｌ

【
監
督
】
鈴
木
正
勝
〔
選
手
〕

斎
藤
博
、
中
村
博
行
、
青
山
治

郎
、
神
代
二
三
代
、
田
島
正
一

西
山
勝
夫
、
柴
沼
勲
ゞ
鈴
木
賢

西
山
勝
夫
、
柴
沼
勲
ゞ
鈴
木
毒

治
、
戸
田
武
夫
、
伊
藤
道
雄
、

梅
田
治
。

③
ｌ
女
子
排
球

【
監
督
】
大
部

良
雄
〔
選
手
〕
小
島

祥
子
、
櫛
田
千
恵

柴
田
久
子
、
西
丸

桂
子
大
高
玲
子
、

西
山
節
子
、
田
島

〃く小夜子、柴田洋甫女一

子
、
政
井
栄
子
、

気
．

大
高
い
く
子
。

匙
ｌ
卓
球
Ｉ
は

〔荒督】鈴木浩と彦〔選手〕岩谷清ご↑

春
、
伊
藤
光
夫
伊
配

藤
政
行
、
塚
本
俊
らｊ

悦
、
棚
谷
周
子
、

菅
野
尊
子
、
豊
烏
、

才
十
八
回
県
民
体
育
大
会

市
代
表
選
手
名
接

江
。
一
幅
１
１
剣
道
ｌ

【
監
督
〕
佐
藤
三
男
〔
選
手
〕

大
都
弘
道
、
武
山
寿
明
、
渡
辺

皆
身
。

⑥
ｌ
柔
道
ｌ

〔
朧
督
】
赤
津
賀
正
〔
選
手
〕

大
高
一
芳
、
佐
藤
明
、
割
ヶ

得
秀
夫
佐
禽
木
春
夫
、
鈴
木
淳

一
、
佐
藤
力
夫
。

呵

ｌ

相

撲

ｌ

【
監
督
〕
八
巻
恒
夫
〔
選
手
〕

高
橋
英
、
野
沢
芳
男
、
千
葉
茂

大
谷
洋
一
、
佐
藤
明
人
、
薄
井

春
夫
。

幅
一
ｌ
庭
球
１
ｌ
【
監
督
〕
大
高
智
衛
〔
選
手
〕

正
木
寛
、
大
原
恒
義
、
瀬
戸
栄

一
、
砂
口
重
康
、
椎
名
稜
、
高

橋
治
、
鈴
木
大
訓
、
高
橋
一
也

、
黒
沢
成
一
、
小
林
俊
郎
。

廻
■

叩
一
一
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